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① https://chemm.nlm.nih.gov/ に ア ク セ ス

し、右側の CHEM-IST をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

② 注意事項を確認の上、Close をクリック 

 

③ 症状・兆候の選択肢(17 項目 ※裏面)が出てく

るため、あてはまるものをチェック 

 

④ 7 種類の化学剤について、それぞれの可能性が

どのくらいかを推定（アプリの場合は【View 

Syndrome Result】をタップすると表示） 

 

⑤ 症状・兆候をクリックすると、その項目を修正

できるので、適宜再評価することも可能

 

【注意事項概要】 

CHEMM-IST は化学剤推定補助ツールのプロ

トタイプであり、現時点でも開発途中（β版）

である。このため、CHEMM-ISTのみで患者の治

療方針を確定すべきではない。また CHEMM-IST

の対象は重症例・吸入症例であり、皮膚に付着

した症例は想定していない。 

血液剤 

農薬・神経剤 

有機溶剤 

窒息剤 

オピオイド 

抗コリン剤 

全身痙攣剤 

～化学剤推定補助ツール～ 

CHEMM-IST 使用マニュアル（Ver1.1） 

CHEMM 及び CHEMM-IST とは？ 
CHEMM(Chemical Hazards Emergency 

Medical Management)は、米国保健福祉省のも
とで、医学・危機管理・毒物学等の専門家によっ
て開発され、インターネット上で無償 
公開されている化学テロの診断対処 
ツール(https://chemm.nlm.nih.gov/) 
です。 ※英語のみ            

その最大の特徴は、傷病者のいくつかの観察所
見(症状・兆候)の入力により、リアルタイムで化学
剤 の 推 定 が 可 能 な CHEMM-IST(Intelligent 
Syndromes tool)というツールです。 

本研究班では、本邦でも CHEMM－IST を利用
した化学剤推定が簡便にできるよう、日本語での
使用マニュアルを作成致しました。有事の際、医
療従事者の皆様の診断・治療の一助となれば幸い
です。 
 
【注意事項】 

・現在、CHEMM-IST で鑑別対象となる薬剤は、現時点
では 7 種類（血液剤、農薬・神経剤、有機溶剤、窒息剤、

オピオイド、抗コリン剤、全身痙攣剤）のみであり、び

らん剤が入っていない点に注意して下さい。 
・Syndrome Prediction は、『何点以上であれば確定』

というものではなく、他薬剤とのバランスを見ながら活

用して下さい。 
・CHEMM-IST は『迅速な鑑別・対応を行うための初期

スクリーニングツール』であるため、化学テロ等が疑わ

れる場合には、CHEMM－ISTにて初期スクリーニング・
対応を行いつつ、公益財団法人 日本中毒情報センター

（http://www.j-poison-ic.or.jp）等への、専門的対応・
助言を求めるようにお願い致します。 

※アプリを使用する場合 
(1) Play ストア(Android)又は App Store(iOS)で

『WISER』を検索・インストール 
(2) WISER を起動 

（初回は職種の質問あり→一般医療従事者は、原
則【Hospital Provider】を選択） 

(3) CHEMM をタップ 
(4) CHEMM-Intelligent Syndromes tool をタップ 
⇒以降は同じ 

 

https://chemm.nlm.nih.gov/
https://chemm.nlm.nih.gov/
http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf


症状・兆候の選択肢(17 項目) 

質問 1：意識状態 

 

質問 2：失神 

 

質問 3：痙攣 

 

質問 4：瞳孔所見 

 

質問 5：発汗 

 

質問 6：粘膜症状 

 

質問 7：心拍数 

 

質問 8：低血圧 

 

 質問 9：喉や鼻の灼熱感 

 

 質問 10：喘鳴 

 

 質問 11：呼吸促拍 

 

 質問 12：低換気状態 

 

 

 質問 13：湿性肺/ラ音 

 

 質問 14：胸の灼熱感/痛み 

 

 質問 15：皮膚の刺激症状や灼熱感 

 

 質問 16：目の刺激症状 

 

 質問 17：めまい/ふらつき 

 

注）症状等の評価が不十分だと、適切な予測が困難

との注意喚起あり 

 

意識消失 意識混濁 正常 不安/興奮 

あり なし 評価出来ず 

全ての異常な動きが痙攣とは限らない
が、再発性・継続性の場合は、全身痙
攣剤や農薬・化学剤の可能性が高い 

縮瞳 正常 評価出来ず 散瞳 

あり なし 評価出来ず 

あり なし 評価出来ず 

SLUDGE については、嘔吐や腹痛は
非特異的なので、唾液の過剰分泌/

流涙/尿・便失禁に注意すべし 

※SLUDGE：Salivation（唾液分泌）, 
Lacrimation（流涙）,Urination（尿失禁）, 

Defecation（便失禁）,Gastric Emptying（嘔吐） 

※ 湿潤/正常 

評価出来ず 

口腔内乾燥 

化学剤の暴露に加え、子供の心拍数につい
ては、ストレスや活動でも影響を受けやすい 

徐脈 正常 評価出来ず 頻脈 

血圧計が無い場合や多数傷病者対応を
行う場合には、頸動脈・大腿動脈・橈骨

動脈の触知状態で判断すべし 

あり なし 評価出来ず 

あり なし 評価出来ず 

あり なし 評価出来ず 

あり なし 評価出来ず 

あり なし 評価出来ず 

あり なし 評価出来ず 

あり なし 評価出来ず 

意識レベルが低い場合
は、発赤や他の刺激兆候

を確認すべし 

あり なし 評価出来ず 

あり なし 評価出来ず 
流涙、眼痛、灼熱感

のある患者 

あり なし 評価出来ず 


